小牧 山の 直後、 秀吉 家康の 関係が、 むつ かしかった 時 

だから、 秀吉 が、 上 杉 景勝に 命じて、 昌幸を 後援 させ 

る 害であった とも 云う。 

この 競 As が、 真田が 徳川を 相手に した 初で ある。 と 

同時に 真田が 秀吉の 恩顧になる 初で ある。 

その後、 家康が 秀吉と 和睦した ので、 昌幸も 地勢 上、 

家康と 和睦した。 

家康 は、 昌 幸の 武勇 侮りが たしと 思って、 真田の 嫡 

子 信 幸 を、 本多忠 勝の 婿に しょうと した。 そして、 使 

ある まじき 

を 出す と、 昌幸は 「左様の 使に て 有 間 敷 也。 使の 聞き 

誤りな らん。 急き 帰って 此旨 申されよ」 と 云って、 受 



歴史的に も 有名で ある。 

関ヶ原 役に 西 軍が 勝って 諭 功行 賞が 行われたならば、 

昌幸は 殊勲 第一であった であろう。 石 田 三 成が 約束し 

たように、 信 州に 旧主 武 田の 故 地なる 甲 州 を 添え、 そ 

れに 沼田の ある 上 州 を 加えて、 三 ケ国位 は 貰えた であ 

ろう。 

真田 安房 守 昌幸は 戦国時代に 於ても、 恐らく 第 一 級 

の 人物であろう。 黒 田 如 水、 大谷 吉隆、 小 早 川 隆景な 

どと 同じく、 政治家 的 素質の ある 武将で、 位置と 境遇 

とに 依って、 家康、 元 就、 政宗 位の 仕事 は 出来た かも 

力 < 力く 

知れない 男の 一人で ある。 その上 武威 赫々 たる 信玄の 



真田 即ち 昌幸 伝授の 秘法に 依り、 出 丸 を 築いた。 真 

田が 出 丸の 曲尺と て 兵家の 秘法に なれり と 『慶元 記 参 

考』 にある。 

真田 は 冬の 陣中 自分に 附 けられた 三千 人 を 率いて 此 

しょ-つ さ い 

の 危険な 小 砦 を 守り、 数万の 大軍を 四方に 受け、 恐る 

る 色がなかった。 

家康の 勧誘 



た。 

始め、 幸 村 は 暑熱に 兵の 弱る の を 恐れて、 胄も附 け 

させず、 鎗も 持たせなかった。 かくて、 敵軍 十 町ば か 

りになる に 及んで、 使番を 以て、 「胄を 着よ」 と 命じた- 

更に、 二 町ば かりにな るに 及んで、 使 番をして 「鎗を 

取れ」 と 命じた。 

これが、 兵の 心の 上に 非常な 効果 を 招いた。 敵前 間 

しのび 

近く 胄の 忍の 緒 を 締め、 鎗を しごいて 立った 兵 等の 

勇気 は 百倍した。 

さしもの 伊達の 騎馬 鉄砲に 耐えて、 新附仮 合の 徒で 

ある 幸 村の 兵に 一 歩 も 退く 者の なかった の は そのため 



けれ、 いと 浅し」 と 言って、 自ら 先に 飛込んで 渡った。 

幸 村 は、 夙に この 事 ある を 予期して、 河底に 鉄鎖 を 

沈め 置き、 多数が 河の 半ばまで 渡る を 待って、 これ を 

一斉に 捲き 上げた ので、 先陣の 三百 余騎、 見る見る 鎖 

に 捲き 倒されて、 河 中に 倒れた。 

さみだれ はげ 

折 柄、 五月雨の 水勢 烈しき に、 容赦な く 押 流された。 

^；^に最も哀れをとどめたのは、 大将 吉田 修理 亮 であ 

る。 彼 は、 真 先に 飛込んで、 間もなく 馬の足 を 鎖に 捲 

まつ さかさ 

きたお され、 ドウと 許り、 真 倒 まに 河 中に 落ちた。 が、 

大兵 肥満の 上に 鎧 を 着て いたので、 どうに もなら ず、 

翌日の 暮方、 天満 橋の 辺に、 水死 体と なって 上った。 



讃 嘆した と あるが、 これ は，. 些 かテレ 隠しであった ろう。 

寄 手の 軍が、 こんな 朱 敗 を 重ねて ぐずぐず している 

間に、 幸 村 は 軍 を 勝 曼院の 前から &之 華表の 西 迄三隊 

に 備え、 旗 馬 印 を 竜 粧に押 立てて いた。 

殺気 天を衝 き、 黒雲の 巻 上る が 如し、 という 概がぁ つ 

た。 

陽 も 上る に 及んで、 愈々 合戦の 開かれん とする 時、 

幸 村 は 一 子犬 助 を 呼んで、 「汝は 城に 還りて、 君が 

御 生害 を 見届け 後果 つべ し」 と 言った。 が、 大助は 「そ 

のこと は 譜代の 近習に まかせて 置けば よいで はない 

か」 と、 仲々 聴かなかった。 そして、 「あく 迄 父の 最期 



来た。 幸 村 は、 遂に 三方から 敵 を 受けた ので ある。 

「最早 これまで なり」 と 意 を 決して、 胄の 忍の 緖を 

ます はながた 

増 花形に 結び —— これ は 討死の 時の 結びよう である I 

I 馬の 上に て 鎧の 上帯 を 締め、 秀頼 公より 賜った 

ひぢリ めん 

緋 縮緬の 陣羽織 を さっと 着流して、 金の 采配 をお つ 

取つ て 敵に 向った と言う。 

三方の 寄 手 合せて 三 万 五 千 人、 真田 勢 僅かに 二 千 余 

人、 しかも、 寄 手の 戦績 はかばかしく 上らない ので、 

家 康は気 を 揉んで、 稲富 喜 三郎、 田 付 兵 庫 等 をして 鉄 

つるべ うち 

砲の 者 を 召 連れて、 越 前 勢の 傍より 真田 勢 を 釣瓶 打に 

すべ しと 命じた 位で ある。 
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